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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】特発性血小板減少性紫斑病（idiopathic thrombocytopenic purpura、ITP）ではplatelet-associated 
immunoglobulin G（PAIgG）が高値を示す。従来、PAIgG測定にはenzyme-linked immunosorbent assay（ELISA）
法が用いられているが、ELISA法は血液量が多く必要、操作が煩雑、ITP以外の症例にも反応し、疾患特異性が
低いなどの問題点がある。本研究ではPAIgGを含むPAIg陽性血小板比率をflow cytometry法（FCM法）によ
って測定し、その有用性について検討を行った。 
【材料および方法】ITPを含む血液疾患患者(n=31)および健常人(n=17)より採取した全血より血小板を分離、
抗Ig、抗IgG、抗IgAおよび抗IgM蛍光標識抗体と反応させた後、flow cytometer（EPICS-ELITE）を用いて、
各種PAIg陽性血小板比率を測定した。同時にELISA法によるPAIgG測定を行い、FCM法との比較検討を行った。 
【結果】ITP症例において PAIgG陽性血小板比率の有意な上昇が見られた。血小板採取時の抗凝固剤の影響を
見たところ、EDTA-2Naでは感度は高くなるが保存には向かず、クエン酸ナトリウムでは保存性は向上するが感
度が低くなった。FCM法とELISA法を比較すると、ELISA法によるPAIgGは再生不良性貧血、慢性リンパ性白血
病、急性骨髄性白血病、骨髄異形成症候群で陽性を示したのに対し、FCM法によるPAIgG陽性血小板比率はITP
と再生不良性貧血に陽性を示した。またITP症例のみにPAIgA陽性血小板比率が陽性を示す症例が認められた。 
【結論】FCM法によるPAIgG陽性血小板比率の測定は簡便であり、また疾患特異性が高く、ITPのスクリーニン
グ検査法として有用であると考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 特発性血小板減少性紫斑病（idiopathic thrombocytopenic purpura、ITP）では platelet-associated 
immunoglobulin G（PAIgG）が高値を示す。従来、PAIgG測定にはenzyme-linked immunosorbent assay（ELISA）
法が用いられているが、ELISA法は血液量が多く必要で、操作が煩雑であり、ITP以外の症例にも反応するため
疾患特異性が低いなどの問題点がある。本研究ではPAIgGを含む様々なPAIg陽性血小板比率を、少量の血液量
で測定が行え、操作が簡便であるflow cytometry法（FCM法）によって測定し、その有用性について検討を行
った。 
 ITPを含む血液疾患患者(ITP n=23, ITP以外 n=8)および健常人(n=17)より採取した全血より血小板を分離し、
抗Ig、抗IgG、抗IgAおよび抗IgM-FITC蛍光標識抗体と反応させた後、flow cytometer（EPICS-ELITE）を用
いて、各種PAIg陽性血小板比率を測定した。同時にELISA法によるPAIgG測定を行い、FCM法との比較検討を
行った。 
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 ITP症例においてPAIgG陽性血小板比率の有意な上昇が見られた（p<0.01）。血小板採取時の抗凝固剤の影響
を見たところ、EDTA-2Naでは感度は高くなるが保存には向かず、クエン酸ナトリウムでは保存性は向上するが
感度が低くなった。疾患特異性についてFCM法とELISA法を比較すると、ELISA法ではITP以外に再生不良性
貧血、慢性リンパ性白血病、急性骨髄性白血病、骨髄異形成症候群で陽性を示したのに対し、FCM 法による陽
性血小板比率は PAIgG で急性骨髄性白血病にのみ陽性を示し、最も感度の高い Total-Ig(抗 Ig 抗体)において
も急性骨髄性白血病と再生不良性貧血のみに陽性を示した。またPAIgA陽性血小板比率が陽性を示す症例はITP
症例のみに認められた。以上より、FCM 法による PAIgG 陽性血小板比率の測定は簡便であり、また疾患特異性
が高く、ITPのスクリーニング検査法として有用であると考えられた。 
本研究は、ITP のスクリーニング検査法における FCM 法の有用性を示したものと言える。したがって著者は
博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判断された。 
 
